The effect of community outreach by professional sport team on team identification and the intention to attend future games by 大西 孝之 & 原田 宗彦





The effect of community outreach by professional sport team  
on team identification and the intention to attend future games 
 
大西孝之 1），原田宗彦 2） 




1)Graduate School of Sport Sciences, Waseda University 
2)Faculty of Sport Sciences, Waseda University 
 
キーワード： 地域貢献活動，チーム・アイデンティフィケーション，観戦意図 

















スポーツ科学研究, 5, 253-268, 2008年, 受付日：2008年10月3日, 受理日：2008年12月24日 

























































よ う に な っ て き て い る と 回 答 し （ File & Prince, 
1998；Saiia et al., 2003），マーケティングのため
の ツ ー ル と し て 用 い ら れ る 機 会 も 増 え て い る
（Bennett, 1997, 1998）．また学術的研究におい
































心 理 的 な 愛 着 の 程 度 と 定 義 さ れ （ Wann & 
Branscombe, 1993），ファンの行動的，感情的，
そして認知的な反応に関する重要な調整変数で








品 の購 買 量 が多 かったり（Fisher & Wakefield, 


















似 し た 概 念 で あ る 「 消 費 者 と 企 業 の 一 致 」
（Customer-Corporate Congruence）に影響を及
ぼすことを明らかにした．また Lichtenstein et al. 





















と Roy & Graeff (2003)が検証を試みた．なお，意
図は行動を予測する主要因であり，スポーツやレ
ジャー，レクリエーションの分野の研究でも，その






た．一方，Roy & Graeff (2003)は，地元チームに

















先 に も 示 し た Sen & Bhattacharya (2001) と
Lichtenstein et al. (2004)の研究においても，Sen 
& Bhattacharya (2001)の研究では CSR 活動によ
る購 買 意 図 への影 響 は 認 められな かったが，
Lichtenstein et al. (2004)の研究では，購買意図
への影響が明らかとなった． 














以上の 2 つの仮説を概念図にすると図 1 のよう
になる．T.I.から観戦意図への影響については本
研究では検証しないが，これらの強い関係は多く
の 研 究 に よ っ て 報 告 さ れ て い る （ Fisher & 
Wakefield, 1998；Matsuoka et al., 2003；Murrell 

































空の記事は表 1 の通りである． 
 





































































心の有無について尋ねた．続いて，Trail & James 








の質 問 項 目 は含 まれていない．最 後 に，再 び

































測 定 尺 度 に 関 し て ， Trail & James (2001) と
Swanson et al. (2003) の T.I. 尺 度 な ら び に




















た Trail & James (2001)の T.I.尺度を共変量とし





























































ク 項 目 を 設 定 し た ． Ajzen & Driver (1992) と
Mummery & Wankel (1999)を参考に，呈示刺激
の記事を読み，J クラブが行う地域貢献活動に対
して，どのようなイメージや感情を持つかについて
の態度尺度 9 項目を，7 段階の SD 法により回答
を求めた．肯定的形容詞に 7 を，否定的形容詞














平均 標準偏差 平均 標準偏差 
t 値 
興味深い-つまらない 5.07 1.27 3.32 1.56 10.38***
有益-無益 5.12 1.30 3.33 1.56 10.50***
役に立つ-役に立たない 5.25 1.28 3.36 1.56 11.17***
面白い-面白くない 5.17 1.26 3.21 1.60 11.51***
楽しい-楽しくない  5.00 1.24 3.03 1.48 12.29***
賢明である-ばかげた  5.53 1.24 3.58 1.48 12.10***
良い-悪い  5.84 1.24 3.33 1.71 14.23***
満足できる-満足できない  4.97 1.28 2.89 1.32 13.53***
重要である-重要でない  5.57 1.37 3.80 1.74 9.58***
クラブの全体的な評価 5.17 1.03 3.18 1.31 14.27***
*** p < .001 
2．T.I.への影響 
尺 度 の信 頼 性 を測 定 すると，Trail & James 
(2001)の T.I.尺度はα = .90，Swanson et al. 
(2003)の T.I.尺度はα = .92 であった．ともに高
い信頼性を有している結果となった． 
共変量である Trail & James (2001)の T.I.尺度
を X 軸，変量である Swanson et al. (2003)の T.I.
尺度を Y 軸とした時，ポジティブ群の回帰式は Y 
= .93X + .62 ， コ ン ト ロ ー ル 群 の 回 帰 式 は Y 












性の検定を行うと，F(1,287) = .03 となり帰無仮説





ジティブ群が Y = .92X + .34，コントロール群が Y 
= .92X + .20 と仮定された．続いて，回帰の有意
性の検定を行うため「共通な傾きは 0 である」とい
う帰無仮説を設定し分析を行うとβ = .92 となり，
0.1％水準で帰無仮説は棄却された．つまり 2 群
の回帰式の傾きは 0 でないことが認められた． 
最後に，調整された Trail & James (2001)の T.I.
尺度の平均値 X = 1.34 の時，Swanson et al. 
(2003)の T.I.尺度はポジティブ群では Y = 1.57，
コントロール群では Y = 1.43 となった．水準間の
差の検定を行うと，「2 群に差はない」という帰無
仮説は F(1, 287) = 4.87 となり，5％水準で帰無仮
説が棄却された（図 2）．つまり，呈示刺激により，












ィブ群とネガティブ群の 2 群間で Swanson et al. 
(2003)の T.I.尺度が 5％水準で有意差が認めら
れる 2 点を求めた．結果，XL1 = -9.31，XL2 = .78
となり，ポジティブ群とネガティブ群では-9.31 < X 
< .78 の区間では有意差は認められず，それ以外
の区間では 5％水準で統計的に有意な差が認め
られた（図 3）．分析における X の範囲は 1 ≦ X 
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* p < .05 














有意な差が認められる 2 点を求めた結果，XL1 = 
-2.05，XL2 = 1.21 となった．つまり，コントロール
群 とネガティブ群 においては，-2.05 ≦ X ≦ 
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は，ポジティブ群の回帰式が Y = .65X + .71，コン
トロール群の回帰式は Y = .67X + .44，そしてネ
ガティブ群が Y = .73X + .33 となった．続いて共
分散分析の手続きにより，各群の回帰式の平行
性の検定を行った結果，F(2, 428) = .68 となり帰
無仮説は棄却されなかった．つまり，この 3 群の
回帰式の傾きは互いに等しいと仮定できた．つま
り各 群 の回 帰 式 は，ポジティブ群 が Y = .68X 
+ .62，コントロール群の回帰式は Y = .68X + .48，
そしてネガティブ群が Y = .68X + .39 であると仮
定された．続いて，回帰の有意性を検定した結果，
β = .68 となり 0.1％水準で帰無仮説が棄却され
た．つまり，3 群の回帰式の傾きは 0 でないことが
認められた． 
調整されたスタジアムでの観戦意図の平均値
X = 3.15 で，ポジティブ群のチケット購入意図が Y 
= 2.76，コントロール群が Y = 2.63，ネガティブ群
が Y = 2.53 となった．水準間の差の検定を行うと，
F(2, 428) = 1.68 となり帰無仮説は棄却されなか
った．つまり，チケット購入意図では 3 群間に有意
な差が認められなかった（図 5）．以上の結果より，




1 2 3 4 5 6 7
X 






































響するという Sutton et al. (1997)や Lachowetz & 
Gladden (2003)の主張を裏付けるものである．ま
た，本研究における結果は，一般の CSR 研究に












には影響しないかもしれない．この結果は Roy & 
Graeff (2003)の研究と同様である．先述の通り一
般の CSR 研究においても，CSR の購買意図への
影響に関しては一貫した研究結果が示されてい
ないが，Valor (2005)は消費者が購買の意志決

































っている（Fisher & Wakefield, 1998；Matsuoka et 
al., 2003 ； Murrell & Dietz, 1992 ； Wakefield, 

















































で ， 変 化 し て い く も の で あ る （ Mahony at el., 
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